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指
定
管
理
者
制
度
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
コ
ス
ト

削
減
と
い
う
一
見
矛
盾
す
る
目
的
を
持
ち
、
現
場
か
ら

の
批
判
や
反
発
も
あ
っ
た
が
、
現
在
半
数
を
超
え
る
劇

場
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。
二
十
一
世
紀
に
入
り
、
人
口

減
少
や
財
政
難
に
よ
り
い
っ
た
ん
終
息
を
見
た
劇
場
建

設
だ
が
、
近
年
地
域
再
生
の
観
点
か
ら
再
び
注
目
さ
れ

始
め
た
。

来
な
い
人
に
と
っ
て
の
劇
場
と
は
？

　

劇
場
は
本
来
文
化
活
動
の
拠
点
で
あ
り
、
そ
れ
自
体

重
要
な
機
能
を
果
た
す
。
し
か
し
、
観
客
に
は
チ
ケ
ッ

ト
購
入
の
た
め
の
可
処
分
所
得
と
舞
台
上
演
の
場
所
、

時
間
に
あ
わ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
住
民
す
べ
て
が

利
用
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
血
税
で
運
営
さ
れ
る
公

立
劇
場
は
、来
な
い
人
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

劇
場
は
、
鑑
賞
に
せ
よ
実
践
に
せ
よ
多
く
の
観
客
・

参
加
者
を
集
め
る
誘
客
装
置
で
も
あ
る
。
副
次
的
で
は

あ
る
が
、
新
潟
市
民
芸
術
文
化
会
館
の
事
例
で
は
、
観

客
が
劇
場
内
外
で
消
費
す
る
金
額
は
少
な
く
と
も
新
潟

市
が
負
担
す
る
年
間
維
持
費
を
上
回
り
、
生
産
誘
発
ま

で
含
め
れ
ば
地
域
経
済
へ
の
影
響
は
倍
以
上
と
な
る※

３

。

　

兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
の
事
例※

４

で
は
、
来
な

い
人
も
含
め
、
将
来
世
代
に
そ
の
活
動
を
残
し
て
お
き

た
い
（
遺
贈
価
値
）、
友
人
家
族
な
ど
他
の
人
々
が
利

用
す
る
大
切
な
施
設
で
あ
る
（
代
位
価
値
）、
ま
ち
の

魅
力
を
高
め
る
と
い
っ
た
価
値
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ

は
、
近
代
国
家
建
設
に
向
け
た
欧
化
政
策
の
一
環
と
し

て
西
洋
文
明
が
導
入
さ
れ
、
西
洋
音
楽
鑑
賞
が
可
能
な

施
設
を
「
公
」
が
つ
く
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
大
正
か

ら
で
あ
る
（
大
阪
市
中
央
公
会
堂
等
）。
し
か
し
、
集

会
施
設
で
あ
る
公
会
堂
に
は
当
然
音
響
や
舞
台
設
備
の

点
で
制
約
が
あ
っ
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
は
、
復
興
に
伴
っ
て
公
演
鑑
賞

機
会
の
拡
充
が
望
ま
れ
る
中
、
多
様
化
す
る
文
化
活
動

に
対
応
し
、
多
く
の
観
客
を
収
容
で
き
る
大
規
模
な
多

目
的
ホ
ー
ル
が
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
中
央
か
ら

の
巡
回
公
演
の
鑑
賞
の
場
と
し
て
、
文
化
的
格
差
を
縮

め
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　

一
九
八
〇
年
代
以
降
は
、
高
機
能
の
専
門
ホ
ー
ル
を

は
じ
め
劇
場
建
設
が
加
速
し
た
（
図
）。
国
庫
補
助
も

を
貨
幣
価
値
に
換
算
す
る
と
、
少
な
く
と
も
県
が
負
担

す
る
維
持
費
の
三
倍
以
上
に
上
る
と
推
計
さ
れ
た
。
劇

場
は
、
訪
問
者
の
み
な
ら
ず
、
非
訪
問
者
に
も
様
々
な

価
値
を
与
え
る
文
化
拠
点
な
の
だ
。

　

ミ
ュ
ー
ザ
川
崎
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
は
川
崎
市
の

「
音
楽
の
ま
ち
」
構
想
の
中
核
施
設
だ
が
、
多
様
な
音

楽
事
業
は
人
々
の
意
識
も
大
き
く
変
え
た
。
一
〇
代
、

二
〇
代
で
は
川
崎
を
「
音
楽
の
ま
ち
」
と
意
識
す
る
人

が
最
も
多
く
、
高
齢
層
が
抱
く
労
働
者
の
ま
ち
、
公
害

の
ま
ち
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
大
き
く
凌
駕
し
て
い
る※

５

。

　

こ
う
い
っ
た
劇
場
が
持
つ
力
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か

そ
う
と
い
う
動
き
も
出
て
き
た
。
新
し
く
水
戸
市
に
建

設
予
定
の
新
市
民
会
館
は
、
市
の
中
心
部
に
位
置
し
、

高
機
能
な
大
ホ
ー
ル
と
と
も
に
、
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ

ン
、
人
々
が
滞
留
で
き
る
公
共
空
間
を
設
け
る
。
ま
ち

に
開
い
た
こ
の
劇
場
は
、
シ
ニ
ア
層
、
子
供
連
れ
や
中

高
生
、
仕
事
帰
り
の
大
人
ま
で
、
昼
夜
を
問
わ
ず
様
々

な
住
民
が
集
ま
る
地
域
拠
点
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

地
域
と
と
も
に

　

右
肩
上
が
り
の
経
済
成
長
が
望
め
な
い
今
、
従
来
と

は
異
な
る
や
り
方
で
住
民
生
活
の
質
を
上
げ
、
地
域
を

元
気
づ
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
一
方
、
多
く

の
劇
場
が
財
源
・
人
材
不
足
に
悩
み
、
方
向
性
を
模
索

し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
紹
介

し
た
劇
場
は
、
都
市
の
顔
、
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
シ

あ
っ
た
が
、
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
地
域
総
合
整

備
事
業
債
で
あ
る
。
地
方
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
景
気
対

策
を
目
的
と
し
、
地
方
自
治
体
が
単
独
で
行
う
公
共
施

設
整
備
の
起
債
に
対
し
一
定
の
交
付
税
措
置
を
行
う
も

の
で
、
多
く
の
地
方
自
治
体
に
利
用
さ
れ
た
の
は
周
知

の
事
実
で
あ
る
。

　

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
時
期
、
身
近
な
場

所
で
の
文
化
需
要
の
高
ま
り
と
文
化
施
設
を
求
め
る
強

い
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
施
設
建
設
は

鑑
賞
機
会
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た※

２

。
た
だ
、
ハ

ー
ド
の
整
備
に
注
力
す
る
あ
ま
り
、
劇
場
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
や
活
動
内
容
、
人
的
体
制
等
が
十
分
考
慮
さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
は
、
後
の
ハ
コ
モ
ノ
批
判
を
招
来
す
る
。
二 

〇
〇
三
年
に
民
間
活
用
の
流
れ
に
乗
っ
て
導
入
さ
れ
た

ン
ボ
ル
、
音
楽
の
ま
ち
の
旗
艦
施
設
、
そ
し
て
地
域
拠

点
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
し
っ
か
り
と
位
置
づ
け
ら

れ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
と
再
生
に
も
貢
献
し

始
め
て
い
る
。
劇
場
の
潜
在
的
価
値
は
大
き
い
。
こ
れ

ら
を
い
か
に
今
後
の
地
域
運
営
に
活
か
し
て
い
く
の
か
、

戦
略
的
な
取
組
み
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

芸
術
文
化
活
動
の
拠
点
と
な
る
劇
場
は
全
国
で
一
、

八
〇
〇
を
超
え※

１

、
そ
の
う
ち
九
割
強
が
地
方
自
治
体
に

よ
っ
て
建
設
さ
れ
て
い
る
。
民
間
劇
場
は
市
場
規
模
の

大
き
な
都
市
部
に
集
中
せ
ざ
る
を
得
ず
、
採
算
性
の
低

い
地
方
で
の
文
化
需
要
に
応
え
る
た
め
で
あ
る
。
今
日
、

経
済
社
会
の
成
熟
と
と
も
に
、
劇
場
に
期
待
さ
れ
る
役

割
は
劇
的
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
本
稿
で
は
、
な
ぜ
劇

場
が
建
設
さ
れ
た
の
か
、
そ
し
て
何
を
期
待
さ
れ
て
い

る
の
か
、
具
体
例
を
通
じ
て
考
察
し
た
い
。

劇
場
の
あ
ゆ
み

〜
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
は
な
ぜ
起
き
た
？

　

明
治
以
前
、
伝
統
芸
能
は
、
宮
中
や
神
社
、
芝
居
小

屋
等
多
様
な
舞
台
で
上
演
さ
れ
て
き
た
。
明
治
維
新
後

地
域
と
と
も
に
生
き
る
劇
場
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※3　垣内恵美子・奥山忠裕「新潟市民文化会館観客調査に基づく文化会館の経済効果分析」計画行政、32（3）、p.53-58、2009。
※4　垣内恵美子・林伸光「チケットを売り切る劇場〜兵庫県立芸術文化センターの軌跡」水曜社、2012。
※5　変わる市民意識（2008）世代別　まちのイメージ（川崎市）。

社会教育調査のデータを基に著者作成

※1　300席以上のホールを有する劇場（「社会教育調査」）。
※2　「文化に関する世論調査」（内閣府）。
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図　劇場数の推移


